
     二十歳を過ぎたら二年に一度検診を！ 
子宮頚がんは、３０歳代後半~４０歳代でがんになる可能
性が最も高く、５０歳以上でも発症のリスクがあります。 
日本では年間３５００人、一日当たり約１０人が子宮頚が
んで亡くなっています。 
子宮頚がんは、検診で死亡リスクが８０％減少すると言わ
れており、またがん一歩手前（前がん病変）でも見つける
ことができます。 
                    

 

 

子宮頚がんの原因は、主に性交渉によるＨＰＶ（ヒトパピ
ローマウィルス）感染です。 
ＨＰＶは、ごくありふれたウィルスで、多くの女性が一生
に一度は感染するといわれています。 
予防のためには子宮がん検診とＨＰＶ予防ワクチンをうけ
ることをお勧めします。 
あさお診療所では、常時子宮頚がん検診受付中です。 
この機会に子宮頚がん検診受けることをお勧めします。 
またＨＰＶ予防ワクチンは、予約制です。 
子宮頚がん検診、ＨＰＶ予防ワクチン詳細は、看護師、ま
たは事務にお気軽に声をおかけ下さい。 
 

あさお診療
所では、子
宮頚がん検
診ができま
す。 


